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日本語の国際化Ｉ
江村裕文
最初に，次の文章を引用したい。
（１）日本語教育は，英語やその他の国際語の場合とは異なり，学習者の数や
種類が無制限に多いということはなく，（中略)。日本語教育の到達目標を
設定する際，たとえそれが純理論的目標設定であれ，政治文化的にも系統
的にも日本語が国際語でないという現実認識から出発しなければならな
い。（中略）ポーランド人とインドネシア人がエジプトでフランス文学に
ついて論じるのに日本語を用いるということはあり得ないことである｡（１）
（２）野元：いま我々が日本語の将来についてイメージしているような英語式
の国際化ということは，なかなか先のことだろうということですか。
バウリング：そうでしょうね。しかし，日本人以外の人たちの間で，例
えばですね，わたしとロシア人が日本語で語り合うという可能性は大いに
考えられると思うんです｡(2)
（1)は，1979年の日本語に対する現場の日本語教師の発言であり，（2)は，い
まやその日本語教育のメッカとされる国立国語研究所の所長（当時）とイギリ
スのケンブリッジ大学東洋学部日本研究科長との１９８８年の対談の記録であ
る。この１０年間の日本語に対する認識の変化に，誰しも隔世の感を抱くので
はないだろうか。ここで指摘できることは，世界における日本語の位置が国際
化してきたということと，日本語学習の動機・目的が多様化してきたというこ
とである｡(3)
しかし，コミュニケーション(1)の当事者の両方が日本人ではないような場
面で使用される日本語というアイデアは，まだ日本語の関係者にすら欠けてい
る観点であるということは，指摘しておかなければならないだろう。つまり，
国際語としての日本語としては，日本人同士のコミュニケーションのための
｢国語としての日本語」や，コミュニケーションの当事者の片方が日本人（日
本語を母語として獲得し，曰本流のやり方で人とつきあう人）である場合に考
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えられる「外国語としての日本語」とは異なり，日本人ではない人の間でコ
ミュニケーションの手段として使用されるような日本語を想定すべきなので
ある｡(5)
先に登場した野元所長は，外国人が日本語を学ぶ上での大きな困難が日本語
の構造そのものにあると考え，「簡約日本語」作成を計画し(6)，いよいよ１９８８
年度から具体的にその作業に取りかかった(7)。これが，日本語から日本語を支
えている日本的なものを切り離し，あたかも日本人とケニア人がナイロビの市
場でコミュニケーションするときの英語と同じような言語として日本語を考え
ようというのならば，話はまだわかりやすい。ところが「簡約日本語」で想定
しているコミュニケーションの参加者は日本人と外国人だそうで，これでは
｢国際語としての日本語」という概念を欠いていると言わざるを得ない。
日本語そのものには「国際語」たるに不足はないであろう(8)｡問題は,その
使い手や使い方のほうである。文法的に正しい文が必ずしもその場その場にふ
さわしい表現であるとは限らないという，日本語よりも日本人の行動様式に基
づく，つまり日本文化に関係する問題が，ここで表面化してくる。
例えば，直塚玲子は次のような例をあげている。
ことばに絶対的な信頼をおく欧米人には，日本人の言語習慣は通用しな
い。彼らにとっては，‐何もありませんが……」の「が……」は付け足しで
あって，「何もありません」の方をより重要なメッセージとして受け取る。
（中略）贈り物をする時など，「つまらないものですが……＝と言って，相手
に差し出す。“つまらないとわかっていて相手にあげるとは，失礼千万”と
いうのが，外国人の一般的反応である｡(9)
また，何を話題に取り上げるかという点にも，誤解の種が潜んでいる。
初対面の相手に，年齢・恋人の有無・未婚か既婚か．子供の数などを聞く
ことは，彼ら（外国人）の常識では考えられない。日本では社会的地位のあ
る人々が開いてくれる歓迎パーティーで，教養ある日本人が，コミュニケー
ションのイロハを心得ていないかのような．無礼な質問をする｡('0）
日本人が日本人同士でコミュニケーションしているときの言語活動を，その
まま，日本人の文化とは異文化であるような文化の人々にも期待することはで
きないという当然の事実を見過ごせば，そこには誤解が生じないわけにはいか
ないだろう。この誤解は，ただの理屈の問題ではないだけに，つまり説明すれ
ば解けるという種類の誤解ではないために，かえってやっかいである。
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異文化に対する充分な理解がないと，まず先行するのが，感情的な反発で
ある。（中略）感情的反発は，しばしば道徳的価値判断を含む批判に発展す
る。そして，このような感I情的・道義的反発が，心の中で渦巻いていると，
どんなに上手にことばを操る能力があっても，コミュニケーションはうまく
いかないのである｡('1）
さらに，話題を言語に限ったとしても，日本人が使用したら許容できない
ような日本語の表現を，日本人が認めることができるか，そのような表現を
話す人々と対等の付き合いができるか，という問題が出てくる。つまり，日
本語を母語とする人が使う日本語のルールに反するようなルールに則って運
用される表現に，日本語を母語とする人々が耐えられるかということで
ある｡('2）
よく，日本人は日本語を使う外国人に冷たいということが指摘される。
どうして，日本では「ガイジン」はこんなに珍しがられるのだろう。まる
で火星人かインベーダーのような扱いを受けるのは，ガイジン自身にとって
は，極めてつらいことなのだ。特に，日本語をしゃべったり，読んだりする
ガイジンは，まことに珍奇に思えるらしい｡('3）
また，日本で日本語を使って生活するようになった人に対しても，あまり暖
かく彼らを受け入れないということも指摘できる。
ある中国からの引揚者が，知り合いからもらった古い自転車を押している
と，警官に呼び止められ職務質問を受けた。まだそれほど日本語が流暢ではな
かったので，警官にはよく通じなかったらしい。国籍を問われ，外国人登録証
の提示を求められたので，「日本人だ」と答えると，￣日本人ならちゃんと日本
語を話せ」と言われたという｡(M）
中国からの帰国者に限らず，インドシナからの難民や世界各国からの帰国子
女と呼ばれる人たちの中には，日本に住んでいたり国籍は日本だといっても，
日本語の運用力が日本語を母語としている人にくらべて劣っている人もいると
いう事実に，我々は案外無頓着なのではないだろうか。このような人々が日本
語教育を必要とするようになってきたことも，日本語を学習する人の動機・目
的が多様化してきた大きな要因となっている。さらに，これらの人々にとって
必要な能力とは，日本語を使って日本人とコミュニケーションする能力という
よりも，日本語以外の，日本社会で必要な'情報を得ながら，まわりの日本人と
うまくやっていくという能力であることも，ここで指摘しておかねばなら
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ない｡(】5）
日本人がコミュニケーションの当事者としてコミュニケーションに参加する
限り，日本人が使用する言語としての日本語，つまり日本流の人間関係のつく
り方・保ち方，非言語行動，行動様式，風俗習慣など日本文化として考えるこ
とができるような項目を引きずる日本語を考えざるを得ない。だから「国際語
としての日本語」というのは，完全に外国人同士のコミュニケーションの手段
としての日本語と割り切って構想すべきであろう。
そうした日本語がどんなものになるのかという見当をつける手掛かりとして
は，先に述べた，中国帰国者やインドシナ難民の使っている日本語を「ピヂン
日本語」として研究するという方法が考えられるだろう。
「国際語としての日本語」に日本人が参画したいのならば，それなりの覚悟
を強いられるだろう。その意味では今我々は望んでも得られないような機会に
遭遇していると言うことができる。既に触れたように，インドシナからの難民
や中国からの帰国者の受け入れという，未曾有の体験をしている。これまでも
あったような，教育水準が極めて高い，自分の国ではエリートであった人々と
の付き合いではなく，職種も様々で，教育程度もまちまちの人々を，日本社会
のほぼすべての社会層で受け入れるという現実に直面しているのである。
今，日本人は，異質な要素を日本に取り込むことを，日本文化や日本語の純
潔さが汚される契機というとらえ方をするのか，それとも日本文化や日本語が
豊かになる一つのチャンスと考えるのか，を問われているのである。インドシ
ナからの難民や中国からの帰国者の受け入れ問題は，この試金石ということが
できるだろう。
最後に，日本語が国際語として世界中に普及するかどうかという問題は，日
本人が異文化との接触・交流の問題をどう位置づけているのかという問題であ
ることを，改めて指摘しておきたい。
〈注〉
（１）倉谷（1979）ppl9-22
（２）野元・バウリング（1988）ｐ､８
（３）総合研究開発機構（1985）ｐｐｌ－２によると，現在国内外で日本語学習を進め
ている人々個々人の学習動機・目的には次のようなものがある。
１．海外における日本語学習の学習動機・目的
①日本語教育，日本語研究を行うため
②日本研究を行うため
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③自己の専攻分野に関する日本の情報や日本での研究成果の知識を得るため
④技術を修得するため
⑤職務・職業上の必要性のため
⑥訪日予定・希望のため
⑦就職に対する期待のため
⑧日本語の必要性の増大に備えて
⑨家庭や近親者に日本人や日系人がいるため
⑩自己の趣味に関連して
⑪初・中等教育の一環として
⑫父祖の国・父祖のことばとして日本・日本語に対する関心のため
⑬その他の動機・目的
２．日本国内における日本語学習の学習動機・目的
①日本語教育，日本語研究を行うため
②日本研究を行うため
③専門知識を修得するため
④技術を修得するため
⑤上級学校へ進学するため
⑥日本に対する理解を深めるため
⑦就職上，生活上の必要のため
⑧初・中等教育の一環として
⑨日本の社会に適応するため
この中で，「1.海外における日本語学習の学習動機・目的」のうち，⑥以降の
項目や，「2.日本国内における日本語学習の学習動機・目的」のうち，⑤以降の
項目は，以前には全くなかったか，あったとしてもごく限られた学習者にとって
の動機・目的であったと言える。
（４）ここで￣コミュニケーション」というのは，直接コミュニケーション，つま
り，「facetofaceinteraction」とも呼ばれるような，生の，対面のコミュニ
ケーションのことを指して使っている。
（５）文化庁（1988）には，「国語としての日本語」・「外国語としての日本語」・「第
二言語としての日本語」という区分のアイデアが示してある。
また’水谷（1978）ｐ９５にはⅢ日本人とアメリカ人とのコミュニケーション
の方法についての記述があるが，ここには「国際語としての日本語」という観点
は全く入っていない。
（６）野元（1979）
（７）朝日新聞（1988）によると，３年がかりで「簡約日本語」をつくり，これを
使った読み物などの教材を実際に編集するとのことである。
（８）鈴木（1975)，（1978)，（1985)，（1987）
（９）直塚（1980）ｐ､６５
(10）ｉｂｉｄｐ､104 
(11）ｉｂｉｄｐｐ､36-37 
(12）例えば，日本語では「冷たい水」と言えても「寒い水」とは言えない。また，
「きれいじゃありません」は正しいが「きれ〈ありません」は間違いである。
(13）グロータース（1976）ｐｐ２１－２２
(14）この話は筆者がその引揚者当人から聞いたものである。
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(15）文化庁（1988）
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